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2５ニラの休眠程度と保温栽培

ニラ･の搭麺ソｈ錘竺Ｚア詰吟墨黒鍾謹全し伍１廻函他盛湘

分類 ①

試験研

魂年次 ８３～２年（窯了）

Ｉ目的

ニラの周年的な長期どり栽培に適する品種の選定を行うとともに、これら

の品種について収量や品質が安定する保温開始時期を明らかにし、栽培技術
改善に資する。

Ⅱ試験方法

１供試品種グリーンベルト（武蔵野種苗）、キングペルト（サカタのタ
ネ） 、 スーパーグリーンベルト（武蔵野種苗）
のタネ）、たいりよう（渡辺種苗）
２試験区の構成

、

、 ワイドグリーン（サカタ

Ｓ－１０（サカタのタネ）

無加温硬室ハウス内に定植後、ハウスを開放して管理を行い、１１月２日、
１２月６日、１月６日及び２月３日に株を刈り込み後、それぞれ小型ビニル トンネ

ルで保温を開始して３月２０日まで被覆を行い、その後の生育収量について調
査を行った。

３試験規模１区２０株

４耕種概要

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４

く
く
く
く

播種日６３年４月１５日

定植日６月２１日

基肥量Ｎ＝３３．２ｋｇＰ２０５＝３５．８ｋｇＫ２０＝２８．２kg／ｌＯａ当たり
栽植密度条間３０ｃｍ、株間３０ｃｍ、４条１株３本植え

Ⅲ主要成果の概要

ニラの周年長期どり栽培は、‘グリーンベルト，や‘キングペルト’のよう
に休眠の浅い品種が適する。また、保温は2月以)降に開始すると、その後の収
量が安定する。

１定植時の苗の形質は、‘スーパーグリーンペルト’が１０株重量や葉数が多
く ､

‘

ワイドグリーン，、ｒたいりよう’は葉長が長い。保温開始までの１０
株当たり収量は‘グリーンペルト，と‘キングペルト，が約５kgと優れる。
２保温開始後の収童は、各品種とも２月から保温を開始することにより増加

３

して、翌年１２月までの１０株当たり収量は‘キングベルト，が約１３ｋｇ‘グリー
ンペノレト

〃

が約１２．５kgである。

‘グリーンベルト’‘キングベルト’は１１月に保温を開始しても、明らか
な生育の停滞は認められず休眠は浅いが、‘ワイドグリーン’と‘たいりょ
う’は、１１月及び１２月に保温を開始すると冬期の生育が停滞して休眠にはい
り、４月上旬まで収穫することができず長期どり栽培には不適である。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

－－‐第１表定植時の苗の形質（63年）
１０株愛大葉葉#数傭考

枚ｇｃｍｃｍ

ｸﾞ､ﾘｰﾝﾍﾞ・ルト２５３６０．３１６．１葉は長いが、ややたれる。
ｷﾝｸﾞ･ヘールト２７３２０．３８６．４葉がたれる。

ｽｰﾊ．‐ｸﾞ､ﾘｰﾝﾍｰﾙﾄ３１３２０．３８７．５葉色潔く、葉巾は広いが、ややたれる．

ﾜｲﾄｰｸﾞ､ﾘｰﾝ２３４２０．２７５．９葉は直立するが、葉巾がややせまい。
たいりよう２５３９０．２８５．６〃

第２表保温開始までの時期別収量（６３年）

‐１ｏ株重（Ｅ）－
品種名９月6日9.2611.112.1計一

グリーンベルト１８３０１２８５１４５０５７０５１３５．

キングペルト２１８０１０４０１２１０４７５４９０５

スーパーグリーンベルト１８８５１２００１１１５４６５４６６５

ワイドグリーン１２２８７１０４１０６５２４１３

たいりよう１１００６５５４６５５５２２７５
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品孤名グリーンベルトキングペルトスーパーグリーンペルトヮイドグリーンたいりようＳ－ｌＩ
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第１図保↓温開始時期と収穫期毎の収量（10株当たり）（６３～１年）

注)収堂は保温開始時期から１２月まで15回収穫したものを３カ月毎４回に分けて種算した。
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Ｖ 成果の評価と取扱上の留意点

１ニラの周年栽培における技術指針として活用する。

２保温開始後、トンネルを密閉すると白斑病が発生しやすいので、晴天日
・の眉L闇吐趣気に鎮めろ‘、

Ⅵ今後の研究上の問題:点
藷の華今乃７Ｋ声舘時期坐休眠程磨

Ⅶ資料名

１１年度福岡県農業総合試験場園芸研究所野菜試験成績書
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